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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・3/1神久保サタ様（深澤Dr）：センター新患

　　　検査：頭部CT・HDSR・MMSE・

H27年12月頃より、物忘れが目立つようになり、言葉が出てこないことや同じ話を繰り返すこと、家族が質問したことに対して「わからない」と話すことが多くなった。また、夕食後(ご飯は2膳)に、パン、果物、おやつを食べる等、過食傾向となっていた。時折、長男を認識できないことがあった。H28年2月に入り、夜間トイレに起きた際にトイレの場所がわからず迷うことや、自宅の外に出て行ってしまうことがあった。また、夜に「誰かが来る」「準備しないといけない」と本人が話し、家族が本人に寝るように促しても、家族を振り払って起きてくることや、家族がなぜ起きてくるのか聞くと「わからない」と状況がわからないことがあった。上記状態から日中は臥床して過ごすことが多く、些細なことで怒り、家族は感情の起伏が激しくなったと感じていた。また、本人が物の置き場所がわからないことや、自分と家族の物の認識ができず、家族の物を自室に持ち込むことが増えていた。上記のような行動が見られるようになり、一人で入浴することが難しくなってきたことから、介護保険の申請を検討。孫が八戸市役所介護保険課へ相談したところ、一度認知症の専門医を受診した方が良いと助言を受けていた。本人の行動が認知症なのか、精神疾患なのか、病気ではないのかを知りたいとのことで、当センターへ相談に至った。

・3/2山下秀子様（伊藤Dr）：精神新患

　　　検査：オーダーなし

・3/5欠端優貴様（田名部Dr）：精神新患

　　　検査：オーダーなし

　H27年4月より､部署異動にて店舗を異動。同職場にて上司よりパワハラを受けるようになり､強い口調で指導を受けることが増えていた。H27年秋頃より上記のストレスが強まり､抑うつ感､不眠（中途覚醒が多い）､頭痛･胃痛･動悸等の症状が出現。また､味覚にも違和感（しょっぱいはずの食べ物が､甘く感じる等）が認められていた。上記症状が持続し､時折早退することもあった。同時期に黒田内科胃腸科を受診し､抗うつ薬等の処方を受けていた。以後､同院への通院を継続。徐々に睡眠時間は増加したものの､中途覚醒が多く､疲労感が持続。また､抑うつ感､頭痛･動悸等の症状が持続していたことから､専門医の受診を希望し､当院へ受診相談がある。
